松島トモ子コンサート

〜心に残る歌の贈りもの　Vol.14〜

　企画書

3歳からバレエを習い、「獅子の罠」で映画デビューし、多数の映画や少女雑誌の表紙を飾り、名子役としての地位を確立した松島トモ子。
芸能生活60年を超え、新たな活動の模索を始めたトーク＆コンサート。
今回は、第一部で「私の心の中の江利チエミさん」と題して、チエミさんのヒット曲「テネシーワルツ」を始め、懐かしい歌とお話。
第二部では、久しぶりに山崎陽子の世界より朗読ミュージカル「父さんの看病」をお贈りします。お楽しみ下さい。
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2018年
4月6日（金）

於：成城ホール
公演詳細
公演名◆松島トモ子コンサート「心に残る歌の贈りもの　Vol.14」
出　演■松島トモ子（歌とおしゃべり）

演　奏■山下　淳（ピアノ）・清水玲子（朗読ミュージカルピアノ）
日　時◆2018年4月6日（金）15：00開場／15：30開演

料　金■前売◇4,000円／当日◇4,300円（全席指定）

会　場■成城ホール（☎ 03-3482-1313）世田谷区成城6-2-1

　　　　（小田急線、「成城学園前駅」より徒歩4分）

ﾁｹｯﾄ問合せ●成城ホール（☎ 03-3482-1313　窓口販売のみ）
　　　　　●北沢タウンホール（☎ 03-5478-8006　窓口販売のみ）
　　　　　●カンフェティ（☎ 0130-240-540　平日10時〜18時）
　　　　　　<http://confetti-web.com/>

情報問合せ●Ｋ・企画（☎03-3419-6318）<mail:mac@k-kikaku1996.com>

主催■成城ホール（アクティオ株式会社）

企画■Ｋ・企画

◆公演内容◆

第一部●私の心の中の江利チエミさん
　　　　予定演目☆テネシーワルツ

☆サイド・バイ・サイド
☆お家においでよ(Come on a My House)／他

第二部●朗読ミュージカル「父さんの看病（山崎陽子の世界より）」
　　　　　　　（※当日に変更になる場合もあります）

主催：成城ホール（アクティオ株式会社）

企画：K・企画

制作：菊地廣／内田陽子
協力：松島トモ子事務所
※関係者プロフィール

●松島トモ子
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旧満州（現中国東北部）生まれ。母とともに日本に引き揚げ、３歳からモダンダンスを石井漠に学ぶ。映画「獅子の罠」でデビュー、以後名子役として「鞍馬天狗」をはじめ８０本の映画に主演。雑誌

「少女」の表紙を１０年間一人で務める。又、童謡、ポピュラー、歌謡曲の歌手としても活躍。

１９歳でニューヨーク　ザ・マスターズスクールに留学。卒業後、マーサ・グラハム（モダン

ダンス）に入門し、スカラシップを授かる。

帰国後、舞台・テレビ・ラジオ・講演など多方面で活躍。特に語学力（英語）を活かした番組レポーターとして世界を周り著名人と交流を深めている。（元ソビエト連邦書記長　ゴルバチョフさん、キム・フックさん、ファッマ・ロバさん、クリストファー・リーブさんなど）

1996年、平和慰霊公苑を守る会会長に就任。

2010年に芸能生活６０周年を迎えた。

1998年、車いすの青年からの一通の手紙がきっかけとなり出会った「車いすダンス」競技をライフワークとして活動。ライオンとヒョウに襲われ第四頸椎を粉砕骨折したが、奇跡的に障害が残らなかった経験を踏まえ、感謝の気持ちを大切に打ち込んでいる。

TBSラジオ「永六輔の土曜ワイド」では、自らが取材先を探した数々のレポートが評判になった。
· 第１回車いすダンス世界選手権‘96 I・P・C公認ｼﾞｬﾊﾟﾝ･ｵｰﾌﾟﾝ･ﾗｲｼﾞﾝｸﾞｽﾀｰ優勝。

· 第１回車いすダンスアジア太平洋選手権大会優勝。（2000年）

· 第１回全日本車いすダンススポーツ選手権大会優勝。（2001年）

【特　技】　　タップダンス、モダンダンス、車いすダンス、英語での司会

【趣　味】　　読書、絵画、映画、スキューバーダイビング

●山崎陽子 (「父さんの看病」作・演出) 
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童話作家、ミュージカル脚本家。立教女学院卒業後、宝塚歌劇団を経て結婚。

絵本、作詞、エッセイ、講演など多彩な活躍。

1975年から一人ミュージカル、1990年から独自の舞台“朗読ミュージカル”現在まで60作以上を発表、「山崎陽子の世界Ⅳ」が平成13年度文化庁芸術祭大賞受賞。

故遠藤周作主宰の素人劇団「樹座」で20年間、脚本を担当。遠藤氏との共著『ノーム』はじめ、絶版になっていたファン待望の詩画集『動物たちのおしゃべり』、絵本『水たまりの王子さま』が相次いで復刊されている。

●山下淳（ピアノ）
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東京都港区出身。

東京音楽大学付属高校卒業。

尚美音楽院にてジャズ理論を専攻。

作、編曲を金子晋一氏に師事。

演劇集団「vermooth」で、声優による語りの会「鐸」の定期公演の音楽を担当し芸術祭に参加する。

その他、現代舞踊、パントマイムなどの音楽を多数制作。

山本直純音楽教育コンサートに参加し各地で演奏。

2000年以降はアルゼンチンタンゴにも力を入れ、神津善行主催「音楽講座」のゲストとして自身のグループで、全国７箇所で演奏。

三笠宮寛仁親王主催の「愛のコンサート」のゲストとして出演し演奏。

2010年　ソロアルバム「プレイタンゴ」発表。

また、父・山下好哉のハワイアン楽譜出版の監修など、多岐に渡って活動している。
●清水玲子（朗読ミュージカルピアノ）
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桐朋学園大学ピアノ専攻卒業。NHK教育TV「ふえはうたう」やNHKラジオ「ピッポピッポボンボン」のピアノのお姉さんとして出演。朗読ミュージカル「山崎陽子の世界」には初演から伴奏として出演し、2001年度文化庁芸術祭大賞受賞作品にも参加している。

松島トモ子さんとは、2009年に上演された朗読ミュージカル「善造どんと狸汁」から伴奏に携わっている。

また現在は、十文字学園講師として、後進の指導・育成にも力を入れている。
